
校内総合順位280番からスタートし、全統記述の数
学で学年トップ、代ゼミプレの名大工学部志望者の
中で全国総合順位10番になり、見事、名大工学部に
現役合格したＭ．．．．．Ｏ.....君
　今春、松阪高校を卒業し、名古屋大学工学部を卒業したＭ.Ｏ.君が青木塾に入塾したのは高校に入ってすぐの頃。彼
の松高入学時の成績は、当時行われたベネッセのスタディサポートにあるように、国語の学年順位が271番（偏差値45.9）、
数学の学年順位が54番（偏差値60.9）、英語に至っては学年順位409番（偏差値33.6）という成績で、総合学年順位は
280番でした。
　ところが青木塾で学んで２年以上が経った時点の高３の全統記述第２回の模試では、数学の学年順位が理系でトップ、
英語についても学年41番に大躍進しました。また、受験直前の代ゼミプレの模試では、名大工学部志望者中の全国順位が
10番になり、今春、見事に名大工学部に現役合格を果たしたのです。
　以下はその資料ですが、彼の例にあるように、もし、あなたに本気でやろうという気持ちがあるならば、たとえ今は勉
強が不得手でも、青木塾で学ぶことによって飛躍的に実力をアップさせることも可能なのです。

　■一番上の資料が高校入学時のベネッセのスタディサポート
　　の資料。　その下の資料が高３の２学期に行われた第２回
　　全統記述の結果。　また、右の資料が代ゼミの統計資料中
　　に掲載された成績です。


